


　これからは新しい世界への旅たちになりますが、粘り強さ・温かさの精神を忘れずに「目白っ子」魂
を世界へ振り撒いて下さい（小野）大学で学んだことを一つ一つ社会で生かし、それぞれの目標に向
い、「いつも明るく太陽のような心で！」邁進していってください（寺門）若さと言う可能性とそのパ
イオニア精神を武器にますますのご活躍をお祈りいたします（山岸）学生時代の仲間は一生の財産にな
るはずです。人間社会学部一期生として誇りを持って、そして、たくさんの後輩のためにも負けないで
ください。活躍を祈っています。（間嶋）別々の道を歩きはじめまと、学友という仲間がどんなにすば
らしいものか時の経過とともにわかってくると思います。お元気で～素敵な人生を（保健室　三輪）

「新宿キャンパス学生課からのエール！」

人間社会学部　1期生　大野　真智子

　大学生活最初の思い出といえ
ば、フレッシュマンセミナーを
思い出す。クラス全員で桜を見
たり、山を登ったり、レクのた
めに出し物の練習をしたり・・・。
　メディア表現学科では、班ごとに出し物
をして交流を深めた。その出し物があった
おかげで、班の子たちと仲良くなれたし、
自分のクラスのカラーが見えたと思う。
　私の属したメディアＡ組はにぎやかなクラスだった。クラスで旅行にいったこともある。こんな
大人数で出掛けられたのも、このクラスだからこそとしみじみ思う。決してバカではなくちゃんと
した大人なのに、いい意味でアホで子供なのである。クラスごとの必修授業も、ときに面白おかし
く、みんなの発言や意見に刺激される毎日だった。
　メディア表現学科は個性あふれる人たちばかりだったように思う。大学に通うことは、メディア
表現学科という遊び場に遊びに行くようなものだった。
　授業は実践的でみんなも私も夢中になった。その中で刺激し合い、自分の世界を広げていったこ
とは、自分にとてもプラスになった。

人間社会学部　1期生　小田木　千尋

　誰もが思うように、長いようで短
い４年間でした。私は、その短い時
間の中でたくさんの仲間と出会うこ
とができ、思い切り自分でやりたい
ことができました。
　多くの仲間ができたことにより、自分自身の価
値観が広がり自分では見いだせない世界観を味わ
え、色々な経験ができました。これは、社会に出
る私にとってかけがえのない財産になりました。
　私が大好きな言葉に「人には見せず水鳥の足」
というのがあります。課外活動を理由に全てやる
ことが中途半端になっている時期に、ゼミ担当の
内田教授に教えられた言葉です。水鳥は水面下で
足をたくさん動かしながら体を浮かしている。何
でもできて努力をしていないように見える人で
も、人に見えないところで必死になって勉強をし
ていたり、活動したりしているのだ。「みんな頑
張っているのだから頑張れ」という応援の言葉だ
ったのです。
　これからは社会人として困難に立ち向かわなく
てはなりません。その時はこの言葉を思いながら
乗り越えて行きたいと思います。４年前の自分を
比べると、大きく成長できたと確信できます。そ
して、たくさんのエールをもらって卒業できる私
は、幸せ者です。

人間社会学部　1期生　宇田川　香織

　先輩のいない新宿キャンパ
スの一期生として試行錯誤し、
時には多くの人の助けを借り
て仲間と様々な問題に取り組
みながら学生生活を過ごして
きました。特にこの一年は、自分自身の進路
を決定すると同時に、同窓会新宿支部を立ち
上げるために１０人の有志とともに四月から
話し合いを重ねてきました。
　校友会（目白短期大学部同窓会）の野口会
長や大学同窓会の山本会長など諸先輩方の助
言を頂き、新宿キャンパスの卒業生は既存の
目白大学同窓会に入会することになりまし
た。四年間過ごしてきたキャンパスの場所は
違いますが、それぞれの支部の特色を生か
し、前向きに取り組み、末長く続いていく卒
業生主体の目白大学同窓会をつくっていけた
らいいなと思っています。
　学生生活を振り返ると、辛い事以上に仲間
と笑い転げたことを多く思い出されます。そ
の中での貴重な体験や人との出会いは、私の
無形の財産となっています。これから先も数
多くの新しい出会いがあると思いますが、ど
れ一つとして同じ出会いはないでしょう。だ
からこそ、今までの仲間を大切にしていきた
いと思っています。
　次に再会する時は、お互いに綺麗に歳を重
ねていたいです。

　人間社会学部　1期生　佐藤　香織

　この原稿を書きながら大学生活4年間を思い返してみる。大学は高校
までとは違い、自分から積極的に行動していかなければいけないところ
だと思っていたので、友達と硬式テニス部を作り、クラブ協議会にも入
った。一期生という先輩のいない環境の中で、何から始めればいいのか、
何をしていけばいいのか分からなかったため、1年目は考えるばかりで行
動を起こすことができなかった。2年目から後輩が入ってきたことで少しずつ動き始
め、3年目にはクラブ協議会で新宿キャンパスでは初めての学校行事として「スポーツ
フェスティバル」を開催できた。
　楽しかったことも、苦しかったこともたくさんあった。一期生だからこそできたこと
もあった。思い返してみると、4年間で経験したこと全てが、今の自分にとっての良い
経験となっている。

人間社会学部　1期生　奥山　裕美

　夕日で赤く染まっ
た校舎を背にしなが
ら友人との帰り道、
この坂をみんなと下
るのも四年目なのだ
なと今頃になって気付いた。
　友人作りが私の学生生活のスタ
ートだった。偶々隣席になった人
に話しかけたのが最初のきっか
け。友人達はもう覚えていないか
もしれないけれど、私自身をなん
とか知って貰おうと必死になって
話しかけていたあの頃は、私にと
って良い思い出だ。そこから友人
の輪が一人二人と広がって、気が
付いたら心を許せる仲間が両手で
は足りない程になっていた。もち
ろん長い日々の中で涙した事もあ
る。でもそれ以上に笑い合う日々
の方が多かった。必要な時にきち
んと叱ってくれ、楽しい時には一
緒に笑い、悲しい時には一緒に泣
いてくれる。それが私の大切な、
そして私の大好きな仲間だ。
　面と向かってはなかなか言えな
いけれど、一生涯付き合っていけ
るような友人が沢山出来た私は本
当に幸せ者だと思う。みんなと出
会わせてくれたこの目白大学に、
ありがとうと言いたい。それぞれ
進む道は違うけれど、また集まっ
て馬鹿騒ぎが出来ればいいな。

3月15日に人間社会学部ではじめての卒業式が行われました。
このページでは人間社会学部一期生のコメントを紹介します。

祝・人間社会学部一期生！
ようこそ同窓会へ！
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